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千葉教員 新潟教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

0 5 1 0 2 2 0 1 4 - - - - - - -

3 - - - - - - - 5 - - - - - - -

6 * 17 0 8 1 1 5 4 6 * (C) 13 1 5 0 3 4 1

7 0 0 0 0 2 0 0 7 * 15 2 4 1 2 13 1

8 * 7 1 2 0 0 1 2 8 0 0 0 0 2 2 0

15 2 0 1 0 2 9 0 9 * 15 1 6 0 2 3 0

16 - - - - - - - 10 * 6 0 3 0 3 3 2

17 * 18 4 1 4 2 1 0 11 - - - - - - -

20 * 4 1 0 1 1 7 4 12 6 0 3 0 2 1 0

22 0 0 0 0 1 4 3 13 - - - - - - -

29 6 0 2 2 2 7 2 14 * 12 0 6 0 4 9 5

31 9 1 3 0 1 2 1 15 - - - - - - -

32 6 0 3 0 0 0 0

41 * 11 1 4 0 0 8 0

91 (C) 7 1 2 0 2 8 2

92 10 26 10 16 52 19 67 4 27 1 18 35 9

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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幡丸　登志久

川端　大奨

荘司　謙太郎

No. 12B-3 日時：

選　手　氏　名

南田　秀人

大高　哲也

(千葉県)

会場： 和歌山ビッグホエールBコート

● (新潟県)○

13:20

92 67

2014年8月12日(火)

千葉教員 新潟教員男子2回戦

主審

副審

大下内　仁

記載者

鈴木　俊

　２回戦、千葉教員対新潟教員。両チームともハーフコートマンツーマンでスタート。１ピリオド、新潟＃１４、
千葉＃８の得点からゲームがスタートし、両チーム一進一退の攻防が続く。８－８同点と緊迫した中、新潟は
＃７の３Pからリズムをつくる。両チームファールがかさむ中、１３－１７新潟リードで１ピリオドを終了。２ピリオ
ドに入っても、新潟＃１４のドリブルからの速い展開、＃９の３Pを含む連続ゴールなどでリードを広げる。新
潟優勢で１２点差がついたところで千葉がタイムアウトをとる。しかしここから一転、流れが変わり、千葉の攻
撃が爆発する。＃６のインサイドや＃８、＃１７、＃２０の連続３ポイントで流れをつくると２ピリオド残分２分で
逆転。新潟が食い下がるも３８－３７千葉の１点リードで前半が終わる。
　３ピリオドに入っても千葉の勢いは止まらず、＃６、＃１７、＃４１が連続ゴールをあげる。新潟はゴールが
遠く、無得点の時間が続く。新潟は１分後、４分後とタイムアウトを取り、流れを変えようとする。新潟＃１４の
ドライブ、＃９の３Pなどで得点をあげるが千葉の勢いは止まらない。７０－４８と大きくリードをあけ、３ピリオ
ドを終える。４ピリオドに入り、＃１４の３Pや＃１２のインサイドなどで応戦するも差は縮まらず、９２ー６７で千
葉が勝利した。

選　手　氏　名

平木　俊宏 （所属） 和歌山県バスケットボール協会

増子　恭幸コーチ

戦　　評

加藤　隆一

合計合計

東日本大震災復興支援

第52回男子全日本教員バスケットボール選手権大会
(第70回国民体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技ﾘﾊｰｻﾙ大会)

山本　将大

湯澤　直人

坪井　順紀

藤橋　洋輔

飯田　啓人

綿貫　史宏 高橋　慶大

小出　太陽

重信　将吾

近藤　拓

渡邊　謙登

コーチ 村松　由行

満留　啓

森田　勇輝

北村　要人

山下　恵次

増子　恭幸

小沢　貴文

高橋　航平

濱口　玄也

端谷　勇樹

堀井　翔平
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